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II.学部の全体像

地域ニーズ
の高度化

地域課題
の複雑化・
多様化

対象課題
の分散化・
広域化

現行の組織では対応困難
新たな教育ニーズ

新学部（＝社会共創学部）構想

地域社会に必要とされる実践的人材の育成を目
標とした大学教育の新形態

協働企画・協働生産・
協働提供

近年では、地域の課題は複雑化、かつ多様化しており、また対象となる課題の存在も分散化、広域化す
るなど、現行の学部の特別コースのような教育・研究の枠組みでは社会ニーズに対応していくことが困
難になりつつある。このため、地域社会に特化した新学部を設置することにより、そのスケールメリッ
トを活かした教育・研究が実施できることとなる。

■社会共創学部の必要性

トランスディシプリナリー
アプローチ

大学と地域のあり方を抜本的に見直す必要性

地域
課題

地域

学生教員

地域ステークホルダーと一
体となって学生・教員が地
域課題に取り組む体制

自然科学や社会科学の枠を
超えた超学際的な研究・教
育

■文理融合的・複眼的な
視点を備えた人材の育成

■ リーダーシップを発
揮できる社会共創力を備
えた人材の育成

社会共創学部設置の背景及び必要性



協働生産

～学びの質と研究のスタイルを刷新する文理融合型の新学部構想～

地域
住民

ＮＰＯ
金融
機関

企業

地方
自治体

課題解決

地域社会に実装

社会共創カウンシル

入学・卒業・学位認定など
教授会

様々な地域社会の持続可能な発展のために、地域の多様なステーク
ホルダーと協働しながら、課題解決策を企画・立案することができ、
サーバントリーダーシップを発揮して様々な地域社会を価値創造へ
と導く力（＝「社会共創力」）を備えた人材を育成する。
※ステークホルダー：地域住民、企業、NPO、行政など
※サーバントリーダーシップ：集団・組織のメンバーを支援して目標達成に導く、
奉仕型のリーダーシップ
◆地域の人々と協調し、コミュニケーションする能力
◆地域の多様なステークホルダーをコーディネートする能力
◆地域での活動に持続的に関わることのできる忍耐力とリーダーシップ
◆地域課題の本質を見抜き、解決に資する知識と技術をステークホルダーとともに創出・活用で
きる能力

育成する
コンピ
テンシー

「協働企画・協働生産・協働提供アプローチ」によって、企画段階
から実施段階、成果の普及段階まで、教員と学生が一体となり、地
域の多様なステークホルダーと協働して地域の課題解決に取り組む。

◆学部運営の基本方針を策定
◆教育研究上の重要事項を審
議

大学
地方自治
体代表

企業代
表金融機

関代表

地域住
民代表

ＮＰＯ
代表

過半数はステークホルダー

社会共創学部

教育
理念

教育の特
色

学
科
構
成 地域資源マネジメント学科

産業マネジメント学科 環境デザイン学科

【育成人材像】
地域産業の持続的な発展に求められる「地域に
根差した課題解決型」教育を展開し、文理融合
型の人材を育成

【育成人材像】
地域社会が抱える危機（都市機能衰退化問題・商店
街衰退化問題・自然災害問題など）に対処し、持続
可能で安寧な地域社会や地球環境の創造に向けて、
地域政策や国際政策を運営・推進できる人材を育成

【育成人材像】
産業技術開発に必要な基礎理論と技術、新技術の
普及に不可欠な経営とマネジメントに関する基礎
知識を習得し、これらを融合することで、地域産
業の発展に貢献できるゼネラリストを育成

【育成人材像】
地域資源に関する幅広い専門知識及び研究能力、並
びにこれら資源を実社会で活用・創造等ができるマ
ネジメント能力を養い、多様なステークホルダーと
の協働を通して地域の資源を活かした活動（企業内
外含む）をコーディネートできる人材を育成

学部運営を主導
役員会 企業などによる

寄附講座、教育
研究基金などの
支援の充実

大学
（学生・教員）

地域の

抱える課
題

●文系理系双方の知識を有し、社会共創力を備えた人材を育成
●学生・教員・ステークホルダーが一体となったフィールドワークを実施
●国内・海外インターンシップによる円滑な就職の推進

70 35

50

入学定員180人

ステークホル
ダーを客員教授

などに
積極的に招へい

産業イノベーション学科
25
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• 産業マネージメント学科
– 産業マネジメントコース

– 事業創造コース

• 産業イノベーション学科
– 海洋生産科学コース

– 紙産業コース

– ものづくりコース

• 環境デザイン学科
– 環境サステナビリティーコース

– 地域デザイン・防災コース

• 地域資源マネジメント学科
– 農山漁村マネージメントコース

– 文化資源マネージメントコース

– スポーツ健康マネージメントコース

II.学部の全体像



III.産業イノベーション学科

• 海洋生産科学コース(水産学)
– 本コースでは水産に関わる「生命科学」・「環境科学」・「社会科学」の３つの領域を
通して、専門領域を超えた、幅広い高度な海洋生産科学の専門的な知識と理論
を学びます。そして、地域密着型の先端的な研究施設である南予水産研究セン
ター（愛媛県南宇和郡愛南町）と密接に連携しながら、南予地域を中心とした
フィールドワークやインターンシップ、実験・実習を系統的に行い、地域水産業の
諸課題解決に導く実践的な能力を身に付けます。

• 紙産業コース(農学，工学)
– 本コースでは、製紙技術論、紙加工製品技術論等の「技術」に関する科目と、マ
ネジメントやマーケティング等の「技術経営」に関する専門的科目を学ぶとともに、
紙や紙産業の現場を理解するために企業見学や実習を多く取り入れ、自らの「五
感」を使った学習を通じて紙製品の製造や経営に関する実践力を身に付けます。

• ものづくりコース(工学，特に機械工学)
– 本コースでは、設計、加工、回路設計、メカトロニクスなどの専門科目と各専門科
目に対応した実験・実習・演習を学ぶことに加え、地域産業の技術課題の解決を
試みる課題解決型学習教育や地域密着型体験学習を通じて、設計・製造から
マーケティングまでを一貫して考える実践的な技能を身に付けます。



地域振興を担う産業技術革新人材の育成

産業技術開発に必要な基礎理論と技術、新技術の普及に不可欠な経営とマネジメントに関する基礎知識を習得し､これらを
融合することで､地域産業の発展に貢献できるゼネラリストを育成する。

地域の水産業・紙産業・ものづくり産業に関心を持ち、様々な人々と協力しながら、
幅広い視点と多面的な考察をもとに、地域産業の持続的な発展に貢献したいという意欲をもつ人材

共通教育科目

（31単位）

実践力育成発展科目

産業イノベーション
セミナーⅠ

産業イノベーション
セミナーⅡ

インターンシップ実践

インターンシップ応用

学位認定科目群（６単位）

自
己
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
（８
単
位
）
共
通
教
育
発
展
科
目
、
他
学
部
・他
学
科
科
目
、
単
位
互
換
科
目
等

文理融合思考力育成科目群 （６単位） 企業システム論、地域デザイン論、農山漁村論など

基礎力育成科目群 （８単位） 社会共創学、地域調査方法入門、経営入門、サーバントリーダーシップ入門

専門力育成科目群

（４８単位）

実践力育成科目群
（１７単位）

文理融合の学際的思考にもとづき、地域産業の課題解決
に導くための専門力を身につける

〈海洋生産科学系〉

生命・環境科学
系列科目

社会科学系列科目

〈紙産業系〉

紙産業専門系科目

現場密着型
実践系科目

〈ものづくり系〉

ものづくり専門系科目

実験・実習系科目

※工学部との連携によって
コース選択科目を設定

学科科目

地域産業概論・地域イノベーション論・
海洋生産科学概論・紙産業概論・ものづくり概論

履修コース科目
自己のキャリアデザインに応じ、

授業科目を選択

産業イノベーション学科の教育

※農学部との連携によって
コース選択科目を設定

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目

（２
単
位
必
修
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目
（
11
単
位
必
修
）

多様な人たちとの協働により、多角的な洞察力・
創造力・課題解決力を身につける

経営管理系科目

III.産業イノベーション学科



ものづくり振興を通して地域活性化を目指す学生の履修モデル

フィールド実習（２単位）

プロジェクト実践演習
（２単位）

実践力育成科目群 専門力育成科目群

卒業製作（６単位）

実
践
力
育
成
発
展
科
目
（８
単
位
）

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

フィールド基礎実習（１単位）

プロジェクト基礎演習
（２単位）

プロジェクト応用演習
（２単位）

フィールドワーク入門

（２単位）

基礎力育成科目群（８単位）

・社会共創学
・地域調査方法入門
・経営入門
・サーバントリーダーシップ入門

自
己
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
（８
単
位
）
共
通
教
育
発
展
科
目
、
他
学
部
・他
学
科
科
目
、
単
位
互
換
科
目
等

共通教育科目群（３１単位）
・新入生セミナーA・新入生セミナーB
・えひめ学 ・社会力入門

・発展科目：【グローバル関連科目・リー
ダー養成関連科目】など

文理融合思考力育成科目群
（３科目６単位選択必修）
・統計学 ・経済学概論 ・地域産業論
・マーケティング概論 ・企業システム論
・地球環境学 ・レジリエンス学
・地域デザイン論 ・社会心理学
・農山漁村論 ・地域文化論
・地域健康づくり論

共通教育科目群（３１単位）
・新入生セミナーA・新入生セミナーB
・えひめ学 ・社会力入門

・発展科目：【グローバル関連科目・リー
ダー養成関連科目】など

インターンシップ実践

＜主体性と現地調査力の育成＞

＜社会共創力の育成＞

＜フィールドワークのための
スキルと態度を身につける＞

＜フィールドワークのためのスキルと態度を身につける＞

＜学際的視点を
身につける＞

＜地域産業の基礎知識＞

＜協働基礎力、
コミュニケーション能力の育成＞

＜課題解決力＞

＜課題原因究明力の育成＞

＜課題解決立案力の育成＞

＜社会共創の基礎的知識＞

＜学士基礎力の育成＞

＜学士基礎力の育成＞

＜学際的視点を身につける＞

インターン
シップ入門

（２単位）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
践
・応
用

＜就業イメージ形成、
自己課題認識力＞

＜就業力育成＞

産業イノベーショ
ンセミナーⅡ

産業イノベーショ
ンセミナーⅠ

インターンシップ応用

地域産業の共通課題について学ぶ
地域産業概論

も
の
づ
く
り
に
必
要
な
広
範
囲
の
基
礎
知
識
の
習
得

電
気
・制
御
系
を
中
心
と
し
た
知
識
の
習
得

工業力学

CAD製図

材料と強度

制御工学

ものづくり実験
（通年）

メカトロニクス学

工業材料学

熱力学

機械力学

流体力学

加工学

履修コース （専門系）
ものづくりの知識を幅広く知り，機械・電
気を中心とした専門科目を学ぶ

必修科目 選択科目

専
門
分
野
別

基
礎
知
識

基礎電磁気学

計測機器

電気回路

アナログデバイス

デジタルデバイス

電気機器

化学工学概論

船舶工学入門

線形代数

微積分

ものづくり実習

設計工学

CAE基礎お
よび実習

ものづくり設計

技術マネジメント

工場管理

企業倫理

生産管理論

経営工学

知的財産法

流通論

原価計算論

履修コース （経営管理系）
工業分野で協働するために必要な倫理と
企業運営に関する専門基礎科目を学ぶ

選択必修科目

＜ものづくりで必要な専門的知識・技能＞

＜課題解決提言力・調
整力の育成＞

＜専門知識の統合的活用力＞

IV.ものづくりコース



海外フィールド実習

卒業要件科目（小計）　

海外インターンシップ

卒業要件科目（小計）　

産業イノベーションセミナーⅠ

産業イノベーションセミナーⅡ

インターンシップ実践

インターンシップ応用

卒業要件科目（小計）　

実

践

力

育

成

科

目

群

基

礎

力

育

成

科

目

群

社会共創学

地域調査方法入門

経営入門

イ

ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ

科

目

インターンシップ入門

サーバントリーダーシップ入門

実

践

力

育

成

発

展

科

目

実践力育成科目群　卒業要件科目（合計）

フ
ィ

ー

ル

ド

ワ
ー

ク

科

目

フィールドワーク入門

フィールド基礎実習

フィールド実習

プロジェクト基礎演習

プロジェクト実践演習

プロジェクト応用演習

基礎力育成科目群　卒業要件科目（合計）

地域産業論

マーケティング概論

企業システム論

地球環境学

持続可能性科学

地域デザイン論

社会心理学

地域健康づくり論

文

理

融

合

思

考

力

育

成

科

目

群

文理融合思考力育成科目群　卒業要件科目（小計）　　

農山漁村論

地域文化論

統計学

経済学概論

地域産業概論

地域イノベーション論

海洋生産科学概論

紙産業概論

ものづくり概論

微積分

線形代数

基礎電磁気学

工業力学

制御工学

材料と強度

ものづくり実験

ものづくり実習

メカトロニクス学

CAD製図

ものづくり設計

工業材料

CAE基礎および実習

設計工学

化学の世界

電気回路

電気電子計測

アナログ電子回路

機械力学

デジタル電子回路

熱力学

電気機器

船舶工学入門

加工学

流体力学

流通論

生産管理論

技術マネジメント

工場管理

企業倫理

経営工学

知的財産法

原価計算論

専門力育成科目群　卒業要件科目（合計）

専

門

力

育

成

科

目

群

学

科

科

目

産

業

イ

ノ

ベ

経

営

管

理

系

履修コース科目　卒業要件科目（小計）　　

履

修

コ
ー

ス

科

目

必

修

学科科目　卒業要件科目（小計）　　

必

修

選

択

必

修

選

択

実践力 文理融合
専門系⇒

• 理数系基礎科目の縮小および削除
– 例えば，微積分I,IIが微積分，製図が1科目に

• 機械系基礎，発展科目の縮小および削除
– 機械工学科（工）:約70科目→22科目

V.カリキュラム



VI.学生の行動

• 育つ（育てる）べき学生像

– 高度な知識より，知識の応用が求められる。

– 限られた手段や資源のため，多方面からの解決法の模索
ため，広い知識が求められる。

– 問題解決の手段の深さより，広さを求められる。

⇒スペシャリストよりゼネラリスト

• 応用科目の少なさ⇒基本を確実にする。
具体的に応用や展開を示す。

具体的事象を基本的事象として理解
（説明）することを心懸ける。

• 自学・自習を積極的に促す。（課題，宿題）



• （学生に持たせる）意識の芽生え

– インターンシップ→依頼方に任せがち。

– フィールドワーク→学生に任せがち。

– 早い学年からの導入。

• 課題を持った対象との接触

– 問題点を常に意識した行動をすることが求められる。

⇒教員が積極的にかかわることが重要。
– 課題の抽出および設定。

– 地域・教員間での課題の共有・持続性。

VII.学生の意識



• 学生の行動

– 基本的科目を確実に理解（大学での授業）。

– 広い知識（大学以外での行動）をもつ意識。

– インターンシップ，フィールドワークによる地域への積極
的な参加

• 教員の行動

– 学生が行動できるための，環境の整備や意識の誘導を
積極的に行う。

– 具体的な事象を基本をBaseに理解させる。

– なるべく，持続性を持った課題を取り上げ，地域に協力す
る。

VIII.まとめ



ご清聴有り難うございました。


